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せたラット脱灰骨(Insoluble bone matrix : IBM) 150mgを埋入した。 
 IBM 移植後 7、14、28 日目に移植した IBM/rhBMP-2 を摘出し、軟エックス線写真撮影を行って
硬組織形成状態を観察した。摘出した全ての試料は 4％パラフォルムアルデヒド固定液で 12 時間
浸漬固定し、10％EDTA 溶液にて２週間脱灰した。脱灰後、常法に従ってパラフィン包埋、厚さ 5
μmの連続切片を作製し、HE 染色、GFP、Osteocalcin(OC)に対する免疫組織化学的染色を施した。
大腿部筋中に IBM/rhBMP-2 を移植したものは、大腿骨周囲、筋周囲、IBM 中央部の 3 部位、背部
皮下に IBM を移植したものは皮膚側、筋側の 2部位、計 5部位において組織学的に検討を行った。 
 
 












また骨周囲に配列する骨芽細胞は GFP 陰性を示した。 
 軟エックス線写真において、IBM/rhBMP-2 移植後の骨形成過程を観察したところ、7 日目では
IBM周囲に僅かに不透過像が観察され始め、14日目では徐々にエックス線不透過像が鮮明になり、
28 日目には IBM 周囲を囲むように連続した不透過像を認め、IBM 周囲における経時的な骨形成が
確認された。 







 GFP 陽性細胞は大腿骨周囲と筋周囲、背部皮下筋側では 7 日目が最も多く、経時的に減少傾向













                                  様式甲－３  
